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「媒辞が自己意識であり、それが両極へと分解する」とはどういうことか？‐へーゲル 『精神現象学』 自己意識章 「承認の純粋概念」 の再検討‐　　竹島　あゆみ
　ひとつの自己意識がひとつの自己意識に対して








































という見解をとっている。McDowell, J., “The Apperceptive I and the Empirical Self: Towards a Heterodox 
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として表象されていた。しかしこの一方の行為自身が二重の意味をもってお
り、自分の行為
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であるのとまったく同様に他方の行為
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出ているが、同時に自分のうちに引き戻されて、対自的に
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York Press, 1998, 66ff.
5　 ここでは自己意識として登場しているが、広義には（そして「我々」との対比では）意識といえる。
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